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(57)【要約】
　本発明による携帯用超音波診断装置は、測定しようと
する測定深さを設定する測定深さ設定部と、設定された
測定深さに応じてパルス生成部に加える電圧を供給する
が、設定された測定深さが小さいほど、より小さな電圧
を供給する電圧供給部と、超音波を発生させるために超
音波トランスデューサに加える電気的パルスを生成する
が、電圧供給部から供給される電圧に対応する電圧の電
気的パルスを生成するパルス生成部と、を含むことを特
徴とする。



(2) JP 2017-520334 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯用超音波診断装置において、
　測定しようとする測定深さを設定する測定深さ設定部と、
　前記設定された測定深さに応じてパルス生成部に加える電圧を供給するが、前記設定さ
れた測定深さが小さいほど、より小さな電圧を供給する電圧供給部と、
　超音波を発生させるために超音波トランスデューサに加える電気的パルスを生成するが
、前記電圧供給部から供給される電圧に対応する電圧の電気的パルスを生成するパルス生
成部と、
　を含むことを特徴とする携帯用超音波診断装置。
【請求項２】
　前記超音波トランスデューサからのエコー信号を増幅し、反射深さに応じた減衰を補償
する可変利得増幅器をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の携帯用超音波診断装
置。
【請求項３】
　前記設定された測定深さに応じて、前記可変利得増幅器の反射深さに応じた増幅特性を
調整する補償特性調整部をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の携帯用超音波診
断装置。
【請求項４】
　前記増幅特性は、ゲインが前記設定された測定深さで所定の最大値を有し、前記設定さ
れた測定深さ以下の範囲で反射深さが大きいほど、より大きな値を有することを特徴とす
る請求項３に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項５】
　前記増幅特性は、ゲインが前記設定された測定深さ以下の範囲で反射深さに応じて増加
する形態であることを特徴とする請求項４に記載の携帯用超音波診断装置。
【請求項６】
　携帯用超音波診断装置の電力効率改善方法において、
　測定しようとする測定深さを設定するステップと、
　超音波トランスデューサに加える電気的パルスを生成するパルス生成部に、前記設定さ
れた測定深さに応じて電圧を供給するが、前記設定された測定深さが小さいほど、より小
さな電圧を供給するステップと、
　前記パルス生成部が、前記供給される電圧に応じて電気的パルスを生成するステップと
、
を含むことを特徴とする電力効率改善方法。
【請求項７】
　可変利得増幅器を通じて前記超音波トランスデューサからのエコー信号を増幅し、反射
深さに応じた減衰を補償するステップをさらに含むことを特徴とする請求項６に記載の電
力効率改善方法。
【請求項８】
　前記設定された測定深さに応じて、前記可変利得増幅器の反射深さに応じた増幅特性を
調整するステップをさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の電力効率改善方法。
【請求項９】
　前記調整するステップでは、
　ゲインが前記設定された測定深さで所定の最大値を有し、前記設定された測定深さ以下
の範囲で反射深さが大きいほど、より大きな値を有するように、前記増幅特性を調整する
ことを特徴とする請求項８に記載の電力効率改善方法。
【請求項１０】
　前記増幅特性は、ゲインが前記設定された測定深さ以下の範囲で反射深さに応じて増加
する形態であることを特徴とする請求項９に記載の電力効率改善方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用超音波診断装置に係り、電力効率を高めうる携帯用超音波診断装置、
及び携帯用超音波診断装置での電力効率改善方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、無侵襲及び非破壊の特性を有しており、対象体内部の情報を得るた
めの医療分野で広く用いられている。超音波診断システムは、被検体を直接切開して観察
する外科手術が不要であり、被検体内部組織の高解像度の画像を医師に提供することがで
きるので、医療分野で非常に重要に用いられている。
【０００３】
　超音波診断装置は、被検体の体表から体内の目的部位に向けて超音波信号を照射し、反
射された超音波信号から情報を抽出して内部組織の断層や血流に関するイメージを無侵襲
で得るシステムである。
【０００４】
　このような超音波診断装置は、Ｘ線検査装置、ＣＴスキャナー（Ｃｏｍｐｕｔｅｒｉｚ
ｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、ＭＲＩスキャナー（Ｍａｇｎｅｔｉｃ
　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、核医学検査装置のような他の画
像診断装置と比較した時、小型かつ安価であり、リアルタイムで表示可能であり、Ｘ線な
どの被爆がなくて、安全性が高いという長所を有するので、心臓、腹部内臓、泌尿器及び
生殖器の診断のために広く用いられている。
【０００５】
　従来の超音波診断装置は、常時電源が供給されるＡＣ交流電源を使うために、電力不足
の状況が発生しなかったが、最近、電力が限定されたバッテリを電力源として使う携帯用
超音波診断装置を使うようになり、最小限の電力で使用時間を最大限に確保するための　
技術が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の携帯用超音波診断装置は、測定しようとする深さと無関係に一定の最大電圧のパ
ルス信号を生成し、浅い深さを測定する場合にも、同じ最大電圧のパルス信号を使う。こ
れにより、バッテリ端と回路部分とに高い負荷を与えるようになって、電力効率が良くな
い問題がある。
【０００７】
　これにより、本発明が解決しようとする技術的な課題は、測定しようとする深さに応じ
てパルス信号の電圧を調節することによって、電力効率を改善しうる携帯用超音波診断装
置、及び携帯用超音波診断装置での電力効率改善方法を提供することである。　
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記技術的課題を解決するための本発明による携帯用超音波診断装置は、測定しようと
する測定深さを設定する測定深さ設定部と、前記設定された測定深さに応じてパルス生成
部に加える電圧を供給するが、前記設定された測定深さが小さいほど、より小さな電圧を
供給する電圧供給部と、超音波を発生させるために超音波トランスデューサに加える電気
的パルスを生成するが、前記電圧供給部から供給される電圧に対応する電圧の電気的パル
スを生成するパルス生成部と、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　前記携帯用超音波診断装置は、前記超音波トランスデューサからのエコー信号を増幅し
、反射深さに応じた減衰を補償する可変利得増幅器をさらに含みうる。
【００１０】
　前記携帯用超音波診断装置は、前記設定された測定深さに応じて、前記可変利得増幅器
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の反射深さに応じた増幅特性を調整する補償特性調整部をさらに含みうる。
【００１１】
　前記増幅特性は、ゲインが前記設定された測定深さで所定の最大値を有し、前記設定さ
れた測定深さ以下の範囲で反射深さが大きいほど、より大きな値を有するものであり得る
。この際、前記増幅特性は、ゲインが前記設定された測定深さ以下の範囲で反射深さに応
じて増加する形態であり得る。
【００１２】
　前記技術的課題を解決するための本発明による携帯用超音波診断装置の電力効率改善方
法は、測定しようとする測定深さを設定するステップと、超音波トランスデューサに加え
る電気的パルスを生成するパルス生成部に、前記設定された測定深さに応じて電圧を供給
するが、前記設定された測定深さが小さいほど、より小さな電圧を供給するステップと、
前記パルス生成部が、前記供給される電圧に応じて電気的パルスを生成するステップと、
を含むことを特徴とする。
【００１３】
　前記電力効率改善方法は、可変利得増幅器を通じて前記超音波トランスデューサからの
エコー信号を増幅し、反射深さに応じた減衰を補償するステップをさらに含みうる。
【００１４】
　前記電力効率改善方法は、前記設定された測定深さに応じて、前記可変利得増幅器の反
射深さに応じた増幅特性を調整するステップをさらに含みうる。
【００１５】
　前記調整するステップでは、ゲインが前記設定された測定深さで所定の最大値を有し、
前記設定された測定深さ以下の範囲で反射深さが大きいほど、より大きな値を有するよう
に、前記増幅特性を調整することができる。この際、前記増幅特性は、ゲインが前記設定
された測定深さ以下の範囲で反射深さに応じて増加する形態であり得る。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、測定しようとする深さに応じてパルス信号の電圧を調節することによ
って、電力効率を改善しうる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態による携帯用超音波診断装置の構成を示す図である。
【図２】人体の代わりに測定することができるファントム（ｐｈａｎｔｏｍ）に測定深さ
に応じた供給電圧を共に表示した例を示す図である。
【図３】測定深さ－電圧テーブルの一例を示す図である。
【図４】パルス生成部１２２から生成される、電圧が互いに異なる電気的パルスとそれら
によるエコー信号とを示す図である。
【図５】従来の、可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特性の例を示すグラフで
ある。
【図６】本発明の実施形態による、可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特性が
調整されたものを示すグラフであって、測定深さが１０ｃｍである時の増幅特性を示す。
【図７】本発明の実施形態による、可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特性が
調整されたものを示すグラフであって、測定深さが１５ｃｍである時の増幅特性を示す。
【図８】本発明の実施形態による、可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特性が
調整されたものを示すグラフであって、測定深さが５ｃｍである時の増幅特性を示す。
【図９】本発明の一実施形態による携帯用超音波診断装置の電力効率改善方法のフローチ
ャートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して、本発明の望ましい実施形態を詳しく説明する。以下、説明及び
添付図面で実質的に同じ構成要素は、それぞれ同じ符号で示すことによって、重複説明を
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省略する。また、本発明を説明するに当って、関連した公知の機能または構成についての
具体的な説明が、本発明の要旨を不明にする恐れがあると判断される場合、それについて
の詳細な説明は省略する。
【００１９】
　図１は、本発明の一実施形態による携帯用超音波診断装置の構成を示す図である。本実
施形態による携帯用超音波診断装置は、超音波トランスデューサ１１０、メイン回路部１
２０、バッテリ１３０、電圧供給部１４０、測定深さ設定部１５０、補償特性調整部１６
０を含んでなる。
【００２０】
　超音波トランスデューサ１１０は、メイン回路部１２０から印加される電気的パルスか
ら超音波パルスを発生させて被検査体の内部に照射し、被検査体から反射されて戻ってく
る超音波エコー信号を電気的信号に変換してメイン回路部１２０に伝達する。超音波トラ
ンスデューサ１１０は、圧電素子アレイモジュールからなる。圧電素子アレイモジュール
は、例えば、６４、１２８、１９２個など多数の圧電素子が配列形態に配されるように構
成することができる。圧電素子としては、電気音響変換効率に優れる圧電セラミック（ｌ
ｅａｄ　ｚｉｒｃｏｎａｔｅ　ｔｉｔａｎａｔｅ、ＰＺＴ）が使われる。圧電素子を駆動
するための電気的パルスの電圧として＋１００Ｖ～－１００Ｖの電圧が使われる。
【００２１】
　メイン回路部１２０は、超音波トランスデューサ１１０に印加する電気的パルスを生成
し、超音波トランスデューサ１１０を通じて受信されるエコー信号を分析して超音波画像
を生成し、それを外部の表示装置（図示せず）に伝送する役割を果たす。
【００２２】
　メイン回路部１２０は、具体的に、送受信部１２１、パルス生成部１２２、可変利得増
幅器１２３、アナログ－デジタル変換器１２４、ビームフォーマ１２５、プロセッサ１２
６、通信部１２７を含んでなる。
【００２３】
　送受信部１２１は、パルス生成部１２２から生成された電気的パルスを超音波トランス
デューサ１１０に伝達し、超音波トランスデューサ１１０を通じて受信されたエコー信号
を可変利得増幅器１２３に伝達する役割を果たす。例えば、送受信部１２１は、超音波送
信時にはＴＸ回路と圧電素子アレイモジュールとを連結し、超音波エコー受信時にはＲＸ
回路と圧電素子アレイモジュールとを連結するスイッチで構成することができる。
【００２４】
　パルス生成部１２２は、超音波を発生させるために超音波トランスデューサ１１０に印
加する電気的パルスを生成する。この際、パルス生成部１２２は、後述する電圧供給部１
４０から供給される電圧に相応する電圧の電気的パルスを生成する。
【００２５】
　可変利得増幅器１２３は、超音波トランスデューサ１１０からのエコー信号を増幅して
、反射深さに応じたエコー信号の減衰を補償する。超音波は、特性上、人体内で吸収され
るために、深い所から反射されて遅く到着する信号であるほど、エネルギーの損失が大き
くて、大きさが減少する。したがって、エコー信号は、反射深さが大きいほど（すなわち
、反射されて到着する時間が遅いほど）、さらに大きな値に補償されなければならない。
したがって、可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特性は、反射深さに応じて、
または信号の到着時間に応じて増加する形態であり得る。
【００２６】
　アナログ－デジタル変換器１２４は、可変利得増幅器１２３を通じて補償されたエコー
信号をデジタル信号に変換する。
【００２７】
　ビームフォーマ１２５は、ＴＸビームフォーミングとＲＸビームフォーミングとを行う
。ＴＸビームフォーミングとは、超音波トランスデューサ１１０に対応するパラメータを
用いてパルス生成部１２２に適切な電気的パルスを生成させるものであって、例えば、超
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音波を送信する際に、特定の距離にある焦点に超音波のエネルギーが集束されるように圧
電素子の位置に応じて電気的パルスの時間を遅延させるものである。ＲＸビームフォーミ
ングとは、アナログ－デジタル変換器１２４からのデジタル信号に対して超音波トランス
デューサ１１０に合わせてデータ変換を行ってプロセッサ１２６に伝達するものであって
、例えば、超音波エコーを受信した際に、圧電素子の位置及び受信時間に応じて、各圧電
素子から出る電気的信号を時間遅延させ、該時間遅延された信号を合算して超音波データ
（スキャンデータ）を生成するものである。
【００２８】
　プロセッサ１２６は、ビームフォーマ１２５を制御して超音波トランスデューサ１１０
に適したビームフォーミングを行わせる機能、ビームフォーマ１２５からのスキャンデー
タで超音波画像を生成して通信部１２７を通じて外部の表示装置に伝送するか、または前
記スキャンデータを通信部１２７を通じて外部の表示装置に伝送する機能、携帯用超音波
診断装置の各要素を制御する機能を行う。
【００２９】
　プロセッサ１２６は、通信に使われる帯域幅を減らすために、必要に応じてスキャンデ
ータの圧縮を行うこともできる。
【００３０】
　通信部１２７は、外部の表示装置とデータを送受信するための通信モジュールであって
、有線または無線通信方式を使うことができる。有線通信方式としては、ＵＳＢケーブル
などの有線ケーブルが使われ、無線通信方式としては、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ：登録商標）、無線ＵＳＢ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢ）、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡ
Ｎ、ワイファイ（Ｗｉ－Ｆｉ：登録商標）、ジグビー（Ｚｉｇｂｅｅ：登録商標）、また
は赤外線通信であるＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）
のうち１つの方式が使われる。
【００３１】
　通信部１２７を通じて伝送される超音波画像またはスキャンデータをで超音波画像を表
示する外部の表示装置は、例えば、ＰＣ、スマートフォン、タブレット機器、ＰＤＡなど
でありうる。
【００３２】
　実施形態によっては、携帯用超音波診断装置は、プロセッサ１２６から生成される超音
波画像を表示するためのディスプレイ部（図示せず）を自体的に備えることもできる。こ
の場合、超音波画像またはスキャンデータを外部に伝送する通信部１２７は備えられない
こともある。
【００３３】
　バッテリ１３０は、パルス生成部１２２が電気的パルスを生成するに必要な電力を含む
携帯用超音波診断装置の動作のための電力を供給する。
【００３４】
　従来では、測定しようとする深さと無関係にパルス生成部１２２に一定の最大電圧（例
えば、１００Ｖ）が供給されることによって、パルス生成部１２２は、一定の最大電圧（
例えば、ピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖ）の電気的パルス信号を生成していた
。しかし、本発明の実施形態では、測定しようとする測定深さを設定し、該設定された測
定深さに応じてパルス生成部１２２に調整された電圧を供給することによって、電力効率
を改善させる。これは、測定しようとする測定深さが定められている場合、それよりも深
い所のデータは事実上必要がないために、敢えて最大電圧を供給する必要がないためであ
る。
【００３５】
　測定深さ設定部１５０は、被検査体の測定しようとする測定深さを設定する。測定深さ
は、ユーザから入力され、携帯用超音波診断装置は、測定深さの入力のためのユーザイン
ターフェースを備えることができる。実施形態によっては、ユーザが診断しようとする部
位、症状または用途を入力すれば、予め設定された基準によって、それに対応するように
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測定深さが設定されることもある。
【００３６】
　電圧供給部１４０は、バッテリ１３０から供給される電力から、測定深さ設定部１５０
を通じて設定された測定深さに応じて電圧を生成してパルス生成部１２２に供給する。こ
の際、電圧供給部１４０は、測定深さが小さいほど、より小さな電圧を供給し、測定深さ
が大きいほど、より大きな電圧を供給する。電圧供給部１４０としては、例えば、ＤＣ－
ＤＣコンバータが用いられ、この場合、供給電圧の調整は、ＤＣ－ＤＣコンバータのパル
ス幅変調を通じて行われる。本発明の実施形態によれば、パルス生成部１２２に常に一定
の最大電圧を供給せず、設定された測定深さに応じて最大電圧よりも小さな電圧を供給す
るので、バッテリ端と回路部分とに加えられる負荷が減って、電力効率が高くなる。
【００３７】
　図２は、人体の代わりに測定することができるファントム（ｐｈａｎｔｏｍ）に測定深
さに応じた供給電圧を共に表示した例を示す図である。図２によれば、最大測定深さは２
０ｃｍであり、設定された測定深さが最大測定深さである２０ｃｍである場合、最大電圧
である１００Ｖが供給されるが、設定された測定深さが２０ｃｍよりも小さな場合、図に
示したように、７５Ｖ、５０Ｖ、または２５Ｖが供給される。
【００３８】
　電圧供給部１４０が設定された測定深さに応じて調整された電圧を供給するように、携
帯用超音波診断装置のメモリ（図示せず）に測定深さに応じた電圧を示す測定深さ－電圧
テーブルが設けられうる。プロセッサ１２６は、前記測定深さ－電圧テーブルを参照して
電圧供給部１４０を制御することによって、供給電圧が調整されうる。図３は、このよう
な測定深さ－電圧テーブルの一例を示す。図３によれば、測定深さ３ｃｍから２０ｃｍま
でそれぞれに該当する供給電圧が示されている。ここで、１～２ｃｍの測定深さが除外さ
れたのは、超音波画像を通じて関心を持つ領域は、通常人体の皮膚から３ｃｍ以上の深さ
に位置する地点であり、人体の皮膚から１～２ｃｍ深さにある領域は、皮膚を含んだ皮下
脂肪がほとんどであって、臨床的な診断を下すための意味のある情報を有していないため
である。
【００３９】
　再び図１を参照すれば、パルス生成部１２２は、電圧供給部１４０から供給される電圧
に対応する電圧の電気的パルスを生成する。例えば、パルス生成部１２２は、電圧供給部
１４０から１００Ｖの電圧が供給されれば、ピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖの
電気的パルス信号を生成し、５０Ｖの電圧が供給されれば、ピークツーピーク＋５０Ｖ～
－５０Ｖの電気的パルス信号を生成する。
【００４０】
　このように、パルス生成部１２２が設定された測定深さに応じて、他の電圧の電気的パ
ルス信号を生成すれば、超音波トランスデューサ１１０を通じて被検査体に照射される超
音波信号の大きさは変わる。したがって、超音波トランスデューサ１１０からのエコー信
号の大きさも変わる。
【００４１】
　図４は、パルス生成部１２２から生成される、電圧が互いに異なる電気的パルスとそれ
らによるエコー信号とを示す図である。図４によれば、電気的パルスの電圧が減少すれば
、それによるエコー信号の大きさも減少する。したがって、このように減少したエコー信
号の大きさに対する補償が必要である。
【００４２】
　そのために、本発明の実施形態では、可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特
性は、測定深さ設定部１５０を通じて設定された測定深さに応じて調整される。図１によ
れば、補償特性調整部１６０は、測定深さ設定部１５０を通じて設定された測定深さに応
じて可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた（すなわち、信号の到着時間に応じた）増
幅特性を調整する。可変利得増幅器１２３の増幅特性を調整することは、例えば、可変利
得増幅器１２３を成す素子の一部を可変素子で構成し、可変素子の素子値を適切に調整す
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ることで達成されうる。図１では、補償特性調整部１６０を可変利得増幅器１２３とは別
の構成として図示したが、補償特性調整部１６０は、可変利得増幅器１２３に含まれる構
成でもあり得る。
【００４３】
　図５は、従来の、測定しようとする深さと無関係にパルス生成部１２２に一定の最大電
圧（例えば、１００Ｖ）が供給される場合の可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増
幅特性の例を示すグラフである。図５によれば、増幅特性は、最大深さ２０ｃｍで最大ゲ
インＧｍａｘを有し、反射深さに応じてゲインが線形的に増加する形態となっている。図
５では、ゲインが反射深さに応じて線形的に増加することを例としたが、人体内での減衰
特性に応じてゲインが指数関数的またはログ関数的に増加する形態に設定されることもあ
る。
【００４４】
　本発明の実施形態で、パルス生成部１２２から生成される電気的パルスの電圧が減少す
ることによって減少したエコー信号の大きさに対する補償のために、可変利得増幅器１２
３の反射深さに応じた増幅特性は、例えば、図６ないし図８に示したように調整されうる
。図６、図７、図８は、設定された測定深さがそれぞれ１０ｃｍ、１５ｃｍ、５ｃｍであ
る時の増幅特性を示す図である。
【００４５】
　図６ないし図８によれば、増幅特性は、設定された測定深さで最大ゲインＧｍａｘを有
し、設定された測定深さ以下の範囲で反射深さが大きいほど、より大きな値を有するよう
に、すなわち、ゲインが設定された測定深さ以下の範囲で反射深さに応じて次第に増加し
て、設定された測定深さで最大ゲインＧｍａｘを有するように調整される。
【００４６】
　図６によれば、増幅特性は、設定された測定深さ１０ｃｍで最大ゲインＧｍａｘを有し
、１０ｃｍ以下の範囲で反射深さに応じて次第に増加する形態となっている。
【００４７】
　図３を共に参照すれば、設定された測定深さが２０ｃｍである場合、パルス生成部１２
２から生成される電気的パルスの電圧は、ピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖにな
り、反射深さ１０ｃｍから反射されたエコー信号は、可変利得増幅器１２３を通じて１／
２Ｇｍａｘのゲインで増幅される。ところで、設定された測定深さが１０ｃｍである場合
、パルス生成部１２２から生成される電圧は、ピークツーピーク＋５０Ｖ～－５０Ｖに減
少するので、エコー信号の大きさも半分に減少するが、増幅特性の調整によって反射深さ
１０ｃｍに対するゲインがＧｍａｘなので、可変利得増幅器１２３を通じて増幅されたエ
コー信号の大きさは、電気的パルスの電圧がピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖで
ある場合と同一になる。
【００４８】
　図７を参照すれば、増幅特性は、設定された測定深さ１５ｃｍで最大ゲインＧｍａｘを
有し、１５ｃｍ以下の範囲で反射深さによって次第に増加する形態を帯びる。
【００４９】
　図３を共に参照すれば、設定された測定深さが２０ｃｍである場合、パルス生成部１２
２から生成される電気的パルスの電圧は、ピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖにな
り、反射深さ１５ｃｍから反射されたエコー信号は、可変利得増幅器１２３を通じて３／
４Ｇｍａｘのゲインで増幅される。ところで、設定された測定深さが１５ｃｍである場合
、パルス生成部１２２から生成される電圧は、ピークツーピーク＋７５Ｖ～－７５Ｖに減
少するので、エコー信号の大きさも７５％に減少するが、増幅特性の調整によって反射深
さ１５ｃｍに対するゲインがＧｍａｘなので、可変利得増幅器１２３を通じて増幅された
エコー信号の大きさは、電気的パルスの電圧がピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖ
である場合と同一になる。
【００５０】
　図８を参照すれば、増幅特性は、設定された測定深さ５ｃｍで最大ゲインＧｍａｘを有



(9) JP 2017-520334 A 2017.7.27

10

20

30

40

50

し、５ｃｍ以下の範囲で反射深さによって次第に増加する形態を帯びる。
【００５１】
　図３を共に参照すれば、設定された測定深さが２０ｃｍである場合、パルス生成部１２
２から生成される電気的パルスの電圧は、ピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖにな
り、反射深さ５ｃｍから反射されたエコー信号は、可変利得増幅器１２３を通じて１／４
Ｇｍａｘのゲインで増幅される。ところで、設定された測定深さが５ｃｍである場合、パ
ルス生成部１２２から生成される電圧は、ピークツーピーク＋２５Ｖ～－２５Ｖに減少す
るので、エコー信号の大きさも２５％に減少するが、増幅特性の調整によって反射深さ５
ｃｍに対するゲインがＧｍａｘなので、可変利得増幅器１２３を通じて増幅されたエコー
信号の大きさは、電気的パルスの電圧がピークツーピーク＋１００Ｖ～－１００Ｖである
場合と同一になる。
【００５２】
　図６ないし図８では、ゲインが設定された測定深さまで反射深さに応じて線形的に増加
することを例としたが、人体内での減衰特性に応じてゲインが指数関数的またはログ関数
的に増加する形態に設定されることもある。
【００５３】
　図９は、本発明の一実施形態による携帯用超音波診断装置の電力効率改善方法のフロー
チャートを示す図である。本実施形態による電力効率改善方法は、前述した携帯用超音波
診断装置で処理されるステップからなる。したがって、以下では省略された内容でっても
、携帯用超音波診断装置に関して前述された内容であれば、本実施形態による電力効率改
善方法にも適用される。
【００５４】
　ステップ７１０において、測定深さ設定部１５０は、被検査体の測定しようとする測定
深さを設定する。
【００５５】
　ステップ７２０において、電圧供給部１４０は、前記設定された測定深さに応じてパル
ス生成部１２２に供給する電圧を設定する。
【００５６】
　ステップ７３０において、補償特性調整部１６０は、前記設定された測定深さに応じて
可変利得増幅器１２３の反射深さに応じた増幅特性を調整する。
【００５７】
　ステップ７４０において、電圧供給部１４０は、前記設定された電圧を生成してパルス
生成部１２２に供給する。
【００５８】
　ステップ７５０において、パルス生成部１２２は、前記供給される電圧に対応する電圧
の電気的パルスを発生する。
【００５９】
　ステップ７６０において、超音波トランスデューサ１１０は、前記電気的パルスから超
音波パルスを発生して被検査体の内部に照射する。
【００６０】
　ステップ７７０において、超音波トランスデューサ１１０は、被検査体の内部から反射
されて受信される超音波エコーを電気的信号に変換する。
【００６１】
　ステップ７８０において、可変利得増幅器１２３は、電気的信号に変換されたエコー信
号を、前記ステップ７３０を通じて調整された増幅特性に基づいて増幅して、反射深さに
応じた減衰を補償する。
【００６２】
　ステップ７９０において、アナログ－デジタル変換器１２４は、可変利得増幅器１２３
を通じて補償されたエコー信号をデジタル信号に変換する。
【００６３】
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　以上、本発明について、その望ましい実施形態を中心に説明した。当業者ならば、本発
明が、本発明の本質的な特性から外れない範囲で変形された形態として具現可能であると
いうことを理解できるであろう。したがって、開示された実施形態は、限定的な観点では
なく、説明的な観点で考慮されなければならない。本発明の範囲は、前述した説明ではな
く、特許請求の範囲に示されており、それと同等な範囲内にあるあらゆる差異点は、本発
明に含まれたものと解釈しなければならない。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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摘要(译)

根据本发明的便携式超声诊断设备根据设置的测量深度和要设置要测量
的测量深度的测量深度设置单元提供要施加到脉冲产生单元的电压。 较
小的测量深度会产生一个提供较小电压的电压源和一个施加到超声换能
器以产生超声波的电脉冲，该超声波对应于由电压源提供的电压。 以及
产生电压电脉冲的脉冲发生器。
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